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4月 4日（土） 13：00 

「ヒットラー権力掌握への道」上映と懇談 

南部梅郷公民館 南地域 9条の会 

4月 5日（日） 10：30～ 

集団的自衛権行使反対署名行動 

清水貝塚前 野田・九条の会 

4月11日（土） 14：00～ 

野田・九条の会定例会 

欅のホール研修室  

4月17日（金） 13：00～ 

DVD 「ブラック化するニッポン、使い捨てられる

若者たちを救え！」上映と懇談 

欅のホール研修室 子どもの未来を語る会 

5月 3日（日） 12:30～15:30 
平和といのちと人権を！ 

5・3憲法集会 

横浜臨港パーク  

 

 
川間駅 10:04発 
大宮行き先頭車両乗車 

 

市
民
意
見
広
告
運
動
で
は

5
月
3
日
の
新
聞
に
、
個
人
の

名
前
を
載
せ
た
憲
法
を
守
ろ
う

の
意
見
広
告
を
出
す
人
を
募
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
締
め
切
り

は
4
月
8
日
で
す
。
個
人
は
一

口
二
〇
〇
〇
円
で
す
。 
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市
民
意
見
広
告
運
動 

よ
う
で
す
。
条
例
で
は
有
益
な

ら
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
、
こ
ち
ら
も
改

正
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
野
田

市
は
65
歳
以
上
の
住
民
名
簿

を
本
人
の
承
諾
な
し
に
警
察
に

提
供
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
市

は
「
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の

承
認
を
取
っ
て
い
る
か
ら
よ

い
」
と
議
会
で
答
弁
し
た
そ
う

で
す
。 

こ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
て
い

い
は
ず
あ
り
ま
せ
ん
。「
必
要
だ

か
ら
…
」
と
な
っ
た
ら
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
ど
う
で
も
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？
す
ぐ
に
市

に
中
止
要
求
を
出
す
人
も
い
る

演
な
ど
が
企
画
に
上
っ
て

い
ま
す
。 

実
行
委
員
に
は
趣
旨
に

賛
同
な
ら
誰
で
も
な
れ
ま

す
。
ま
た
費
用
も
市
民
の

カ
ン
パ
と
賛
同
金
で
運
営

し
ま
す
。
資
金
の
援
助
も

お
願
い
し
ま
す
。 

次
回
実
行
委
員
会
は
4

月
4
日
（
土
）
13
：
30
～

中
央
公
民
館
学
習
室
で
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

3

月

7

日
平
和
の
つ

ど
い
第
1
回
実
行
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
今
年
の
集

い
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。 

今
年
は
野
田
で
の
平
和

の
た
め
の
戦
争
展
と
し
て

9
回
目
と
な
り
ま
す
。
戦

争
す
る
国
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
強
い
意
志
の

も
と
、
先
の
戦
争
を
き
ち

ん
と
知
る
必
要
性
や
原
発

の
危
険
性
な
ど
映
画
や
講

 

欅

安
倍
政
権
は
昨
年
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
閣
議
決
定
後
、

着
々
と
戦
争
す
る
国
へ
の
行
動

を
進
め
て
い
ま
す
。 

憲
法
九
条
を
守
ろ
う
、
活
か
そ

う
と
活
動
し
て
き
た
九
条
の
会

は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
も
っ
て
声

を
出
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
毎
年
夏
に
行
っ
て
い
る
平
和

の
つ
ど
い
で
は
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
5
月
憲
法
記
念
日
の
こ

ろ
に
野
田
で
も
広
く
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
行
動
を
し
よ
う
と

集
会
と
デ
モ
行
進
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

集
会
に
は
、
旅
行
会
社
社
長
の

太
田
正
一
さ
ん
に
沖
縄
の
辺
野

古
埋
立
の
現
況
を
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
県
知
事
選
、
衆
議

院
選
で
圧
倒
的
に
こ
れ
以
上
の

基
地
は
い
ら
な
い
と
の
沖
縄
の

人
々
の
意
思
。
こ
れ
ら
を
全
く
無

視
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
。

本
土
の
マ
ス
コ
ミ
で
は
報
道
さ

れ
な
い
こ
と
を
映
像
を
交
え
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

そ
の
後
デ
モ
行
進
し
ま
す
。
１

０
０
人
以
上
で
野
田
で
も
声
を

出
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
。 



 

沖縄に通うことになって、今年で 22 年目。渡沖

した回数は 600回をすでに超えています。仕事とし

て通うことが多いのですが、時にしていてもたって

もいられなくなると、沖縄へいくことがあります。

2 月 22 日に平和運動センター山城議長ら 2 名が、

基地内に入ったとして米軍が不当接逮捕をしたニ

ュースを観て、黙っていられなくなり、仕事を調整

して急遽、沖縄へ行ってきました。日々、状況は更

新されていますが、現況を報告します。昨年 7月か

ら始まった海底ボーリング調査は当初、11月 30日

までに終わらせる予定でしたが台風や知事選、総選

挙などで中断していました。しかし、焦りをかんじ

る政府はボーリング調査を再開。防衛局は 3月末ま

での完了方針は変えていませんが、抗議行動が盛り

上がる中、簡単には進めない状況です。防衛局が 1

月、辺野古沖に投下したブイを固定する巨大ブロッ

クがサンゴ礁を破壊していることが、報道されまし

た。3 月 23 日に翁長知事は「許可を得ずに岩礁破

砕行為がなされた蓋然性が高い」と指摘。海底ボー

リング調査など全ての海上作業を 3 月 30 日までに

停止するよう文書で指示しました。政府側がこれに

応じなければ、「岩礁破砕許可を取り消すこともあ

る」と述べ強硬手段も辞さない姿勢を示していま

す。政府は安倍首相が 4月下旬に訪米することから

移設作業を続行する構えです。今後益々、沖縄辺野

古支援は必要になってきています。新基地建設を許

さない運動と世論を広げましょう。 

（富士国際旅行社 太田 正一） 

3 月 19 日に、自民公明による安保法制に向けて

の共同文書が発表された。それによるとアメリカ軍

支援のための自衛隊の活動の範囲が、「非戦闘地域」

から「戦闘地域」や「戦闘現場」に拡大されること、

国連が統括しない人道復興支援や安全確保活動に

ついても武器を持って参加することが可能とされ

る。殺す殺される現場、武装集団と対峙しながら治

安維持を行う活動に自衛隊が参加するということ

になる。 

また、集団的自衛権の行使についても歯止めがき

かない。他国への武力攻撃によって日本の存立が脅

かされる事態とはどのような事態をいうのか。時の

政権がその「新事態」を認定するということである。

首相は、アメリカによる先制攻撃の場合でも集団的

自衛権の行使を否定しなかったということだから、

地球のどこででもアメリカの戦争のお供をすると

いうことになるだろう。アメリカは「世界の警察」

として世界中で戦争を起こしてきた。朝鮮戦争・ベ

トナム戦争・リビア空爆・ニカラグア侵攻・湾岸戦

争・ソマリア侵攻・アフガニスタン空爆・イラク侵

攻など枚挙にいとまがない。そのような戦争に日本

の自衛隊が参加することになるところに、憲法をゆ

がめて導いた「集団的自衛権」の本質がある。 

「集団的自衛権」の行使が閣議決定に盛り込まれ

たからといって、憲法九条が改正されていないの

に、『集団的自衛権の行使が憲法上認められる』と

いうことになるわけではない。『憲法九条によって

集団的自衛権が認められない』ということは全然変

わりないのである。」これは、昨年の 6月 30日の「国

民安保法制懇」の会見での大森政輔元内閣法制局長

官の発言である。この言葉に自信をもって憲法九条

と前文の精神を身近な人達と語り広げていきたい。 

（川田 勉） 

知事の作業停止指示を執行停止にした国の「詭弁」を受けて、

名護市辺野古のキャンプ・シュワブゲート前に座り込み、海上工事

に抗議の意志を示す市民ら。３０日、ゲート前（琉球新報） 


